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はじめに
　カナダのトロントにあるトロント大学大学院・オンタリオ教育研究所（Ｔｈｅ Ontario Institute
for Studies in Education ／ The University of Ｔｏｒｏｎtｏ）カリキュラム学部の教授であるジョ
ン・ミラー（ＪｏｈｎMiller、1943-)は、北米の教育カリキュラムに関わる教育者に大きな影響を
与えている。　ミラーの教育観は、既存の相対立する教育観を包括的に捉えているばかりでなく、科
学的に検証することの困難な領域を含む、新しい人間論の視点を持っており、教育学への深い、新
たな興味を覚えさせるもφがある。彼の著書である「ホリスティック・カリキュラム」は日本語に
も訳され、彼の教育理念に共感する日本の教育者も多い。（1）
　本論文では、ミラーの教育思想についで論じ、さらに、公立小学校への英語教育導入に伴う様々
な変化に焦点をあて、ミラーの教育思想実践の可能性について考察する。
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Ｉ　ジョン●ミラーの教育思想、　　　　　　･。。‥　　。=。‥‥‥‥、　　　　………
Ｉ－１　ミラーの分析による三つの教育観　　　　　‥　‥‥‥‥‥　‥
　ミラーの教育理論の特徴は、トランスミッション√トランザφクショツ√トランスフォーメーショ
ンという三つの観点から、･教育理念を分析七ている､ところにある。（?）ﾄ｡ラｙスミッション
(Transmission)とは、教育を「伝達」の場として捉える見方であり、トランザックション
(Transaction)は、教育を「交流」の場とする観点である６）さらに、トラｙスフォI－メーシ１ン
(Transformation)は、教育を「変容」の場として捉えている:。=これら三つの視点からなる教育観
は、それぞれの持つ哲学的背景を基礎に、異なった教育理論を有している。う　　　　　　　＼
　トランスミッションの視点よりなる教育観は、物事の事実や真実といった、文化の寸伝達」に教
育の価値を置くものである。したがって、この教育観に基づく教育は、教える側（教師）から教え
られる側（生徒）への一方的な流れを重視する、いわば、伝統的な教育形態であるノこれに対し、
トランザックションに基づく教育観は、教える側と教えられる側め「相互交流」を通して、学習者
自身が問題解決能力を身に付けるという点を強調し、問題解決のプロセスに焦点をおくもので4学
習者を受動的に、且つ、没骨陛的に取り扱うトランスミッジ９シとは異なる観点に立っている。第
三のトランスフォーメーションは、教える側と教えられる側とを明確に対比せず√共に教えたり教
えられたりしながら、双方が成長に向かって「変容」していくという教育観である。
　従来、汀伝達」と「交流」の、二つの異なる視点に立った教育観は、常に対立的に解釈され、互
いに相容れないものとして、論議されてきた。しか＼し、ミラニはこれら二つの視点よ¨りなる教育観
は包括的に融合できると解釈し、トランスフォーメーショｙという教育観を展開した。いトランスミッ
ションとトランザックションに含まれていなかった生態学的な視点や科学の外側にお‥かれた実証不
可能な領域、即ち、人間の心の内側の問題をも教育の領域に取り込み、包括的で、全体的な宇宙観
に基づいて、教育の概念を樹立しようとしたのである6　トランスフォーメーションの視点よりなる
教育観の中には、トランスミッションとトランザックションの二つの概念が含まれ、更に、より広
義な領域が含まれているのである。　ミラーは寸学習者を単に知的な側面だけでなぐ、美的、道徳的、
身体的、そして、精神的な側面をも含んだ全体として理解する」：ヤこ＼とが必要である、と強調して
いる。これらの知的、美的、道徳的、身体的、そして、精神的側面は、どれも=が繋がりを待ったも
のとして、包括的にとらえることが重要であり、どの要素をも切り離すことはできない。これは、
ミラーが、シュタイナーの人智学と呼ばれる領域、あるいはまた、：ユングの無意識を含んだ自己の
領域を、その教育観に取り入れたと見ることができよう。そして、ここに、ミラーレの教育観の斬新
さと、同時に難解さがあると思われる。このトランスフj･－メージョンの教育観が、ミラーの教育
思想の根本理念として存在することを、まず理解するととが重要である。
Ｉ－２　「伝達」「交流」そして「変容」としての教育観の相互関係
　では、トランスミッションとトランザックショツの視点よりなる教育観は、どのように異なり、
また、ミラーは、この二つの教育観のどこに、教育上の問題点を見たのだろうか。　ミラーのホリス
ティック教育に論を進める前に、このことについて考察する○･　　　　　　　ｌ　・　　　。･･。･。　　　・
　トランスミッションの視点よりなる教育観は、普遍的な理論の伝承に教育の価値をおき、歴史的
に検証されて選抜されてきたものを重視するので、日常生活の世界を軽視する傾向がある。教育の
主眼は、人間とはどうあるべきか、｡また、どう生きるべきか、という普遍的な命題に答える1ことの
できる、さまざまな知識の習得とその蓄積におかれる。テキストの使用を第一義とし、ひとり一人
の能力差や発達の違いには関心が払われない。なぜなら、こここで教育が問題としているのは、最大
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　多数の最大効果による、普遍的な価値の追求とその浸透であり、ひとり一人の個人生活の充足では
゛ないからである。この立場は、宇宙の構成要素を粒子にまで還元し、考察しようとするアトミズム
　（Ａtｏｍｉsｍ）的な世界観に基づいている、とミラーは分析する。従って、アトミズム的な世界観か
　ら派生した教育では、学ぶべき対象を科目という小さな単位に分類し、区別している。このような
　カリキュラムでは、通常、科目間のつながりは配慮されることはなく、また、それを学ぶ者同士の
　連帯感の重要性に注意を払う場合もきわめて少ない。学習者は、ひとり一人が孤立して世界に対し
　ていると見なされるのである。さらに、教育の眼目が、普遍的な価値の追求である以上、論理的に
　検証された結果、書物という形で残ってきたもの以外は、教育の題材として採り上げられることは
　ない。個人の経験を、教育の対象として採り上げるような試みは、このトランスミッションめ視点
　よりなる教育観には、存在しないのである。
　　デューイは、このような教育の在り方に異論を唱え、トランスミッションの目指す「普遍的な」
　教育に疑問を投げかけた。デューイによれば、時代とともに移り変わるさまざまな社会的制約や環
　境によって、教育は規定されるものであって、教育の普遍性というもめは存在し得ない。む七ろ、
　子供が日々その生活の中で経験し、その中から得た「具体的な知識」こそ大切なのであり、日常生
　活における個々の経験が最も重視されるべきである。デューイは、子供は自らの興味によって自発
　的に活動し、経験するものであるから、教育の役割は、子供の個々め興味を引き出し、問題解決の
　プロセスをひとり一人に適した方法で教えることである、と考えた。従って、ひとり一人の個性を
　考慮に入れず、単に知識だけを伝授する、トランスミッションの視点に立つ教育観を批判七だ。デュー
イは、「１オンスの経験は１トンの理論に優る。なぜなら、どんな理論もただ経験においてのみ生
　きた確証可能な意味をもつからである。経験はごく些細な経験でも、何がしかの理論（すなわち知
　的内容）を生み出して保つことができるが、経験から離れた理論は、たとえ理論としてでさえも明
　確には捉えられない」（4）と論じた。デューイによれば、人は能動的な経験を通して仮説をたて、検
　証することができる。検証の後には反省があり、反省を通して人は思考を形成することができる。
　思考は、単なる知識の寄せ集めを超えた知的活動であり、思考の育成こそが教育の中心とならなけ
　ればならない、トランザックションの教育観には、トランスミッションの教育観が、非論理的なも
　のとして退けた日常的経験と、その経験を通して培われていく思考形成の過程を、検証という科学
　的方法によづて論理的に位置づけたデューイの功績があり、このトランザックションの視点に立つ
　教育観は、アトミズムの世界観を超えた、と言われた。（5）デューイの、このプラグマティズムに基
　づく理論は、抽象論をアトミズム的に捉える知の在り方を否定し、アトミズムが非論理的なものと
　して退けた日常的経験こそが、教育にとって重要であると説いたのである。■　　　　　　　　■　　　　■
　　しかし、ミラーは、このようなトランザックションの教育観に基づいて行われてきた教育は、いっ
　たい人間を幸福にしただろうか、と問いかける。デュニイが強調した、教育による個人の変革を通
　して社会全体を改革するという思想は、結果的に人間が環境を支配できるというおごりを招いた。
　経済活動は私的利益の追求となり、環境破壊を招いている。また、非行や暴力といった心に関わる
問題が、教育上の問題として採り上げられるようになり、人々は生活への感動を失い、生きる喜び
　を見い出せないでいる。｡そして、これらの問題は、トランスミッ’ションやトランザックションの教
　育観では、解決の糸口を見うけることができない。また、トランザックションの視点よりなる教育
　観が、トランスミッションの教育観を包括した、より大きな概念として解釈されるとしても、それ
　には、教える側（カリキュラム）と教えられる側（学習者）十との関係を知的レベ）レにおいてのみ捉
　えるどいう点で、限界がある。これからの教育にとって重要なことは、この知的レベルに現れ得な
　い、あるいは、そめ領域を越えたところに存在ずる、内面の問題（叡知や愛（6））を教育の問題とし
　て取り上げることである、というのがミラーの問題意識である。ここに、トランスフォーメーショ
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ンの教育観をミラーが展開する論拠があり、より広義的な教育観を必要とした社会的背景があると
言えるであろう。（7）現代、ひとり一人が切り離されているという疎外感や感動のない機械的な生き
ざまから人間を解き放すには、全体を観る立場から教育観を打ち立てる必要がある、とミラーは考
えたy。　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥　‥‥‥‥‥‥=･……＝　………:…………j＼………し　　。｡
　この「トランスフォーメーションの理念に基づく教育」、つまり」、「『変容』としての教育」を実
現させるために、ミラーは「ポリスティラク教育上という、日本にはまだ馴染みのない教育論を提
唱する。（8）しかし、その内容は全く新しいものではな‥く、既に広くゆきわたっているシュタイナ万一
教育や、言葉として馴染みのあるエコロジー教育等、日本でも、その思想は少なからず浸透し√実
践教育も行われているのである。　　　　　　　　　　　　∧　………I　　　　　　　犬　‥‥‥‥　　‥
Ｉ－３　ミラＴのホリスティック教育論　　　　　………………==　　‥‥　‥‥‥‥‥　‥‥=上
　ミラーの教育観を形成する基本理念は、エコロジー的世界観に立脚している。万物は関係しあい、
その/中の個は全体の中に切り離し難く位置づけられており√全体はまた4個との繋がりによって成
り立っている、というエコロジー的世界観への帰属意識が、ミラフの教育観を支える根本的な思想
となっている。　ミラーによれば、現代が抱える問題の多くは、何事も細分化し、全体を見ないで、
環境をコントロールしてきた結果起こったものであり､、ぞれは言いかえﾚれば、個々が相互に関係七
ながら全体として成立している、という宇宙観を持ち得なかった為に生じたのである。教育の在り
方にしても、･全体のハーモニーの重要性を考えず、六力=リキÅラムしは教科毎に細分され、相互の関係
付けが考慮されない場合がほとんどである。これでは、全体を融合して、まとまりのある知性を作
りあげることは非常に困難であろう、とミラーは考える。下ランスフォーメしションの教育観を実
現させる為にミラーが提唱している「ホリスティック教育」の中心的な命題は、従９て、全体はど
のように関わり合い、どのようにつながっているかを追求するもめであ∧る。　　　　　　つつ
　ミラーはホリスティック教育を、次のように定義している。「ホリスティック教育は、『かかわり』
に焦点を当てた教育である。すなわち、論理的思考と直観との『かかわり』、心と身体との『かか
わり』、知のさまざまな分野の『かかわり』、個人と々=プミュヰティしとのrかかわり』、そして自我と
自己との『かかわり』など。ホリスティック教育においては、学習者はこれらの『かかわり』を深
く追求し、この『かかわり』に目覚めるとともに、ぞの『かかわ匂』をより適切なﾉものに変容して
いくために必要な力を得る。」（9）では、論理的思考と直観との『かかわり』に焦点を当てた教育とは、
どのような教育なのであろうか。　　　　　　　　　∧　　十　ﾉ……
　論理的思考とは、科学的思考のことであり、物事の道理をわきまえ、コそれに対して｡適切な判断を
与える学習者自身の力を指しており、その判断力は、学習によっ七培われるものである。従来の教
育は、この判断力養成にのみ力点をおいてきた。し力ｙし、ﾐ∧ラー､は、こﾉの論理的思考の育成だけで
は教育は不十分だと論じている。従来、非科学的という考えから教育の場において重要視されなかっ
た、「直観力」を教育の重要な要素として取り上げ√==この直観力φ養成を論理的思考と同等に重要
な教育課題と考えている。直観は直接的な「知性」で」あり、論理的な思考だけでは解決できない問
題に、創造的に対応できる力を与える、とミラニは考える。ﾉこの考え方は、ルソーやモｙテッソー
リ、またシュタイナーの教育観に通じるものであり、教育は論理的思考力と直観力の両方を与える
ことができるものでなければならない、と主張する。し　　／　　＼
　ミラーは、また、教育における「心と身体のかかわり」の重要性を提唱しておりゝ｡ﾆこれは、古代
ギリシヤの教育思想に通じるものであるといえる。例えばレプラトンは丁国家」の中で、音楽と体
育教育の必要性を説いたと言われる。また、古代ギリシヤ人は√成功や成就に伴う喜びや希望のみ
ではなく、失敗や挫折に伴う悲しみや口惜しさを身体で表現することによって、知性と感性のバラ
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ンスを保持してきたと言う。古代ギリシヤ人は、このように身体を動かすことの中に、感性の表現
としての教育を観ており、知性の教育だけでは、バランスのとれた人間の育成はできないことを認
識していた。つまり、古代における人間は、このように自然と同化して、その環境全体の中に彼等
自身の心と身体を解放しでいたのである。この古代人め「心と身体のかかわり」に対する概念を教
育理念に取り入れ、教育の本質を考え直すことをミラーは訴えている。シュタイナーのオイリュト
ミーは心を表す手段として重要視されているが、ミラーも、ダ｀ンカンのダンスに代表されるような、
心の表現としての運動に強い関心を持っており、身体の表現というものを、心の表現として、言語
表現と同等に高く位置づけようとしている。言語が知性を表現する手段であるならば、ダンスは直
観や心の内側のひだを表す重要な手段である、とミラーは考える。心と身体とは一体であり、切り
離せないものであるにもかかわらず、現代の教育は、知性の育成のみに片寄り、身体的なものをお
ろそかにしている、と警告している。
　ミラーは、さらに、「知のさまざまな分野のかかわり」を強調している。各教科間のつながりに
配慮しなかった従来のかリキュヴムは、その効果が学習者の内面に深く根を下ろす事なく、断片的
な知識のままで留まり、「学ぶ喜び」を学習者に与えるには及ばなかった。理想的な教育とは、断
片的な知識を与えるのではなく、教科全体をつながりのあるものとしで教え、その中から、学習者
自身が、内面の充足を得るに足る知性を会得することである。その理想的な教育の在り方として、
ミラーは、1シュタイナーのエポック授業を例に挙げている。シュタイナーのエポック授業では、各
教科は統合して教えられており、教科間のつながりに焦点が当てられており、授業を芸術として捉
えるという教育観があJる。この統合的な働きかけ心ようて、教育の効果は学習者の内面に深く浸透
し、生きたものとなり得る、とミラーは考える。そして、これが従来の教育に欠けていると指摘し
ているのである。
　ナトルプの教育観に類似するような「個人とコミュニティとのかかわり」の重要性についても、
ミラーは論じている。ナトルプは、個人を共同生活者として位置づけ、共同生活を離れた個人とい
うものは存在しないという概念に基づき、次のように述べている。「人間は先ず、個人として存在
し、次いで社会に参加するのではなく、元来、社会的なものである。独立した個人という概念は単
なる抽象態に過ぎない。従って人間の陶治は『人間の社会での生活というこめ根源的に本質的な前
提』の下においてしか考えることができないのである。」(10)ミラーもまたこの考えを支持し、個人が
本来全体の中の一郎という存在であるならば、個と個を結ぶ繋がりこそが大切なのであり、競争よ
りも協力が奨励されなければならない、と考える。ここでいうＴ全体の中の個」とは、ひとり一人
の異質性を認め合い、その上で、お互いを尊重し合うことのできる「個」という意味懲ある。その
繋がりの大切さに目覚めさせるには、社会性を養う教育に注目して協同学習を勧め、間違いを失敗
として捉えず、新しいステップヘの足掛かりとして受け止め、肯定的に解釈することが重要である、
と述べている。そして、この繋がりは、学校から地域コミュニティ、さらに、社会全体へと広がっ
ていかなければならない､4とミラーは論じている。
　「自我と自己との関わり」もまた、ミラーの追求する「かかわり」の中の忘れてはならないひと
つであろう。ユングによれば、「自我」とは自分の中で意識でき得る明るい部分であり、「自己」と
はその「自我」を含んだ心の全体、つまり、無意識の部分を含む広範囲のものである。て『自我のレ
ベル』では、人間が意識しているアイデンティティに身体は含まれず、自分が観念的に作りあげた
自己イメージに同一化している。したがって、心の中の自己イメージと身体は切り離され、この二
つは互いに独立したものと見なされる。」(U)ウィルバーによれば、この「自我」の部分は、矯小化か
少なからず見られ、その矯小化によって、心理学的な病状が引き起こされるこ＼とがしばしばある。
今日、この病状は至る所に見いだされる。その原因は、無意識の中に押し込められている「自己ｺﾞ
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に光をあてずに、「自我」の部分のみで諸問題を解決しようとしているところにある。このような
状況を背景に、ミラーは、丁自我」のレベルを取り扱うﾉのみの教育観では不十分だと考える。イン
スピレーションといわれるものの働く領域は、トランスパーソナル心理学の領域であり、広義の
「自己」の領域であるから、この「自我上以外の、広義の「自/己」の中に押し込められた部分に光
を当てることが必要である、とミラーは強調する。
　心理学的観点からミラーの三つの教育観を見れば、…………:トランス=ﾐ､タシ∧ヨンは行動主義心理学的立場
をとり、行動のみを問題にして心理状態を推し量るので、行動に表れない内面は問題にされない。
これに対七てトランザックションは認知心理学的であﾚりI、ピアジェが研究対象､とした認知と知性の
領域を取り扱う。これらに対し、トランスフォーメー|ジョンはトランスパーソナル心理学の領域を
含み、叡知や直観、また、神秘の領域を包括する広大な概念Tさ=ある。教育の機能が、人間形成に係
る、最も重要な働きを持つものならば、教育は、知識の伝達や問題解決能力め付与のみで終わるこ
とはできない。教育の目指す所は、知識偏重の人間を作ることごではなく、ましてや、偏差値だけが
高くて√何事にも無感動な、機械的人間を作ることではないはずであくる。「教育の究極の目標は、
星をみれば畏怖と憧れをおぼえるような感覚」(12)を養うことであり、その為には、何事も切り離せ
ない統合体としての宇宙観の中で、教育の定義づけを行う必要がある、とミラ４は論じる。ト
　このように、ミラーの教育思想は、教育の基本理念をより広義的宇宙観に基づいて捉えなおそう
としたものであり、それによって、今失われている人間性の回復をはかりた万い=というぐ願望が、そこ
には込められている。では、これらの抽象的な教育の概念を、具体的jに展開するには、どのような
方法が考えられるであろうか。次に、近年関心が高まごつ尚ている、小学生を対象とした英語教育の現
場で、ミラーの教育思想を展開しようと思う。　　　　　　　＼
n　小学校における英語教育について　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ト
n―1　公立小学校の英語教育導入の背景
　1996年７月、中央教育審議会（中教審）から提出さﾄれた「21世紀を展望した我が国の教育め在り
方について」(13)という第15期中央教育審議会第１次答申は、三部構成から成り、第１部の「今後に
おける教育の在り方」では、時間的または生活面に関する丁ゆ（と肛）ｺのある教育の必要性にういて
強調している。第２部の「学校・家庭・地域社会の役割と連携の在り方」では、子ども達がゆとり
ある生活を送ることができるために必要な項目及び｀ゝ･｡｡学校、家庭、地域社会のそれぞれの在り方を
改善する必要性について触れ、さらに、第３部の「国際化、情報化、科学技術の発展等社会の変化
に対応する教育の在り方」では、国際化と教育の関係に言及し、外国語教育の改善について論じて
いる。これらの答申は√それぞれ初等教育に関わる重要課題を扱っているのであるが√本論文の主
題である「公立小学校の英語教育」と深く関係七ているのは第３部であろう。
　第３部第２章子国際化と教育」の中で、中教審は√211世紀比‥向かう我々が国際化の状況に対応し
ていくために留意しなければならない点を、以下のように、目標設定している。
　　　（ａ）広い視野を持ち、異文化を理解するとともに、これを尊重する態度や異なる文化を
つ　　　待った人々と共に生きていく宍資質や能力の育成を図る‥こと。し　　…………＝　　　……
　　　（ｂ）国際理解のためにも、日本人として、また、個人と七ての自己の確立を図ること。
　　　（ｃ）国際社会において√相手の立場を尊重しつう、自分の考えや意思を表現できる基礎
　　　　　的な力を育成する観点から、外国語能力め基礎や表現力等のコミュ４ケージョン能
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　丿　　力の育成を図ること。(14)
これら三つの教育目標、すなわち、「異文化理解の重視」、「国際理解」、「コミュニケーショッ能力
の重要性としぞの育成」は、目新しいものではないが、「国際理解教育の充実」の中に、具体的な指
針として次のようにつけ加えている。　　　　　　　　　　　　‥
国際理解教育を進めていくに当たって、特に重要と考えられることは、多様な異文化の生
活・習慣・価値観などについて、「どちらが正しく、どちらが誤うている」ということで
はなく、「違い」を「違い」として認識していく態度や相互に共通している点を見つけて
いく態度、相互の歴史的伝統・多元的な価値観を尊重し合う態度などを育成していくこと
である。(10
このような、「違い」を「違い」として認識し√多元的な価値観を尊重し合う態度を教育の中に取
jり込む動きは、「異なる」＝「悪い」という無意識的反応に対する警告であり、日本的概念（日本
文化背景）を根底とした異文化コミュニケーションに対する反省に基づいたものであると言える。
また、もう少し積極的に解釈すれば、日本人が文化の異なる人々とコミュニケーションする場合も、
彼らの文化背景やそこから派生する価値観のみをコミュニケーションの根底に据えないことを、相
手に対し明確に示すことが重要であると示唆していると言える。さらに、中教審が示した「国際理
解教育め充実」のための具体的な指針の中には、以下のような注目すべき点が挙げられている。
我が国は、あらゆる面において、これまでとかく欧米先進諸国に目を向けがちであった。
しかし今日、様々な面でアジア諸国やオセテニア諸国などとの交流が深まる中、地理的に
もアジアにあり、アジアを離れては存在し得ない我が国としては、今後はアジア諸国やオ
セアニア諸国など様々な国々にも一層目を向けていく必要があり、このことは、国際理解
教育を進めるに当たっても、十分に踏まえなければならない視点であると思われる。(16)
これは、アジフの一国としての日本の位置づけを明確にしたもめであり、明治維新以来続いている
欧米至上主義に対する反省と、21世紀の中心的存在はアジア諸国であるという経済予測を反映して
いる．しかし、この「アジア諸国重視策」は、直接的に国際理解教育の一環としての英語教育には
結びつかない．むしろ、近隣諸国で話されている中国語や韓国語に外国語教育の焦点を合わせる方
が、中教審の示唆する国際理解教育に適七てい万るように思われる６
　中教審は、国際理解教育を実りあるものとするためには、教員の質向上が不可欠であると論じて
いる．例えば、第２章第２項「国際理解教育の充実」の中で、下記のように教員養成及び研修につ
いて言及している．　　　　　　　　　　　　　･･.･.･･･　　　　　　　.･..･
国際理解教育を進めていく上で、教員の果たす役割が重要であることは論を待たない。こ
のため、教員養成にっいては、教員養成課程における国際理解に関するカリキュラムの充
実を図るともに、教員の研修にっいては、各種の研修における国際理解に関するプログラ
ムの充実や教員の海外派遣の充実を図る必要がある。丿あわせで、学校の教育活動の指導・
助言に当たる教育委員会の職員にっいても、海外研修の機会を拡充すべきであろう。(17)
実際に、教員や教育委員会の職員すべてを海外研修に参加させることは、経済的に難しく、現実的
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ではない。海外に行けば、異文化体験はできるかも知れないが、短期間の経験から得られるものに
は限界があり、よほど良い研修プログラムを準備しない限り、効果はあまり期待できないであろう。
むしろ、綿密に計画された研修プログラムであれば、国内で:あっでもその成果は大きいと考えられ
る。国際理解教育を念頭に置いた研修を、各市教育委員会レベルで行うことは√経済的負担もy小さ
く、より現実的である。また、上記の答申では、教員養成にう:いても言及しているが、近年の政府
の教員養成に対する政策とは矛盾しているように思われる。教員養成大学の入学生定員枠の大幅削
減や、それにともなう予算カット等、国際理解教育を教員養成課程レベルで行う土壌は、未だ、で
きていないと考えざ:るを得ない。　　　　　　　‥‥‥‥　　　　‥‥‥ﾉ‥‥　　　　‥‥‥‥‥十I　　　　　十
ｎ－２　公立小学校における英語教育の位置づけ　　　　　　　　　　　　　十
　文部省は、平成８年５月、｢公立小学校での英語教育｣の可能性を探るべく、ト各都道府県に１校
ずつ、研究開発校を指定した。一部の私立小学校では、すでに英語教育をカリキュラムの中に取り
入れている学校も)あるが、公立小学校での英語教育が全国規模で行われるめぱ初めてである。◇こ=の
ような小学校レベルからの英語教育導入の目的は、英語をコミ=ユニケーショツの道具として使える
ように教育することだけではなく、二十一世紀を担う子ども達が、英語を通じて異文化を理解し、
将来、国際的コミュニケーションを円滑にすすめることができるように育成することも含まれてい
る0　　　　　1　　　●: レ　　　　　　　　＝　　　　　　　＞＋1●●●●●●　　　　●●●●●●●jIj　　　　　　　＼
　研究開発校は、定期的に文部省から指導(18)を受けているが√英語教育の内容に関しては、各学校
がそれぞれの特徴を生かし、独自のカリキュラムを組んでいる6=授業形態としては、英語担当の日
本人教師と外国人教師09)がペアー・ティーチングやチーム・ティーチンクの形式で授業を展開して
いるケースが多い。また、他の教科の授業時間数や課外授業などの年間行事と=の関係から、各研究
開発校で行われでいる英語授業時間数は統一されでいないよ＼………J=I　　　　　＼＼
　文部省は、これらの研究開発校の英語教育に関する研究報告を参考に、以下のような方針を発表
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　ト
　　小学校段階において、外国語教育にどのように取り組むか（は非常に重要な検討課題である。
　　本審議会においても、研究開発学校での研究成果などを参考にし、また専門家からのヒア
　　リングを行うなどして、種々検討を行った。その結果、小学校における外国語教育につい
　　ては、教科として一律に実施する方法は採らないが、国際理解教育の一環として、「総合
　　的な学習の時間」を活用したり、特別活動などの時間にお］いて、学校や地域の実態等に応
　　じて、子供たちに外国語√例えば英会話等に触れる機会やこ外国の生活｡ﾀﾞ文化などに慣れ
　親しむ機会を持たせることができるようにすることが適当であると考えた。小学校段階か
　　ら外国語教育を教科として一律に実施することについでは√外国語の発音:を身に付ける点
　　において、また中学校以後の外国語教育の効果を高める点など｀において√メリットがある
　　ものの、小学校の児童の学習負担の増大の問題、小学校寸の教育内容の厳選・授業時数の‥
　縮減を実施していくこととの関連の問題、小学校段階では国語の能力の育成が重要であり、
　外国語教育については中学校以降の改善で対応することが大切と考えたごとなどから、上
　　記の結論に至ったところである。t20)　　　　　　　　　……=　　　　　　　　　　　　　犬
　このような、文部省の小学校における英語教育に対する見解は、一見、消極的とも受け取れるが、
実は、妥当な判断であると考えるべきであろう。その理由の第＝は、誤った第二言語習得理論の応
用である。例えば、早期英語教育を支持する学者や研究者が、北米の大脳生理学や認知心理・応用
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　言語学などの分野で構築・展開された、第二言語習得に関する理論を:そのまま用いる場合がある。
゛平成９年度日本児童英語教育学会ﾉ(ＪＡＳＴＥＣ)全国大会のシンポジウム(21)でも、KrashenのInput
　Ｈyp0thesis賜やCritical Ｐｅｒ19d(゛の概念を使い、早期英語教育の必要性を論じたパネリストがい
　た。その発表者は、第二言語としての英語習得と4日本における外国語としての英語学習の相違に
　全くふれず、それらの理論に基づいて行われた研究結果を引用しただけであうた。しかし、学校や
　社会で日常英語が使われている場合(第二言語習得)と、＼週に数時間、外国語として英語を学習す
　る場合＼(外国語学習)とでは、犬あまりにも環境が異なっておﾚりy、＼第二言語習得理論をそのまま使い、
小学校での英語教育の必要性を強調しても、あまり意味がない。第二言語習得理論に基づいて、日
　本の早期英語教育の意義を論じるのであれば、日本という教育環境を考慮七だ上で独自の理論を展
　開しない限り、ｿ説得力のある論議にはならな万いだろうレそして、大学機関=の研究者φ発言は√現場
　で教える教師やカリキュラム及びガイ=ドライヤの作成に携わる教育委員会の教職員に与える影響が
　大きいので、ごのような安易な理論の応用は注意しなければならない。　ト　十　　十
　文部省の小学校における英語教育に対する見解が√妥当な判断である:と考える理由め第二は、教
　師の英語教育導入に対する反応である。上記の学者や教育研究者とﾄは対照的に√現場φ教師が英語
教育導入に対し、消極的丿･否定的態度を示しでいるとい与研究報告(24)があﾚり、このような現状を無
し視しては√小学校で英語教育を定着させることは困難懲ある6公立小学校における英語教育を実施
　する:ためには、理想のみを追求するようなことはさけるべきであろう。時間的にも人員的にも制限
　が多い中で、公立小学校において英語教育を現実化するには、学術的研究結果から早期英語教育の
　必要性を強調するよりも√現場の教師とカリキュラノム作成に携わる/教育委員会の教職員が、･納得し
　七英語教育に取り組めるﾚような、△思想的･哲学的な枠組みを構築することのぽうが重要であJ右と考
　えられる。小学校における英語教育に関わる人々が√知識としてではなく、心情的に英語教育の必
　要性を感じない限り、このよう=な革新的試みは順調に進まないからである。それゆえ、ﾀﾞ現在の小学
校における授業時間数の問題や、教師の人員的制限を考慮すれば√英語は√国語や算数と同七よyう
　に√いわ冷る主要教科と〉してはカリキュデムの中に取り入れない√とする文部省の方針は、妥当と
　考えるべきであろう･。　上　　　　　　　　　十六　　　　十･　　‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥
　ニ公立小学校での英語教育導入時に必要であﾉる、教職員め思想的・哲学的枠組み構築について√ジョ
　シ・ミラーめホリスティノック教育論的思想を用いて論じる前に、研究開発校では、どのように英語
　教育が行われているのか√について論じる。　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　‥‥‥‥ﾚ　Ｊ 。・。･
II一Ｊ=ﾉ研究開発学校でめ英語教育（高知県安芸市田野小学校め場合）y　　‥‥‥‥‥‥‥‥＼
ト現在↓公立小学校にお､ける英語教育は研究開発段階にあり、=文部省は各都道府県にi校、研究開
発校を指定している。高知県の研究開発校は安芸郡田野町にある田野小学校であ/る○ト同校の研究開
発実施期間は、平成８年４月から平成i1年3:月までの三ヵ年となうており、現在（平成９年９月）
は、研究期間の第２年次中期にあたる。英語のカリキネラムや授業指導案は、し英語担当の日本人教
師、外国人教師(25)、そして田野町教育委員会から派遣された教職員奥が中心となって作成されてい
るがﾐヶ授業は英語担当日本人教師、外国人教師、クラス担任の３名のチーム・ディ←チング形式で
行われている。平成９年度は、全学年を通七で、年間72時間を英語活動にあ七る計画惣、」学年と
２学年（２学級）各学級じ6時間、３学年と４学年（４学級）は、各学級７時間、そして、
６学年（４学級）は、各学級８時間という:配当で為る。他の研究開発校と比較した場合、
５学年と
田野小学
校の莱語授業時間数は、=決､して多いとは言えない。C27)しかし、各研究開発校は、それぞれの制約の
中、=独自のカリキュ＼ラみ贈英語教育を導入するように文部省から指導されているので、田野小学校
のよ/うに、比較的少ない授業時間であうても問題はない。 全国的規模懲、公立小学校における英語
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教育をこれから推進していくっという点かﾚらすれば1･j/……I.研丿究､一関=発･校宍間懲違いが岑=ら∇だ方がよいよﾉ全国各
地、上様々な特徴を持った小学校が存在す右以上、授業時丿間数が異なるﾉ叫が予想さﾚれるかﾉらである。
田野小学校のケヤスは√少ない授業時間首効果的なj国際理解教育壱するﾉにﾉは√どのよノうなカサキユ
ラムがいいのかを研究する上で、<意義深い研究yだ者言えﾉる万万=ﾄﾉ＼=……∧………ﾚj………=;く/くｹﾞﾉ=ﾆﾆ:………
Iﾉ…………＼…………＼＼………＼……………
十田野小学校で/は√通常の英語授業以外にも英語ケジ……ブを設==けくﾉj…………4:･ 5……Jふ===6学年φ児童を対象に、
人のデニム）ノデj一万チングめ形態で進められるのﾔ以………J
しむ必要があ｡るふ‥‥‥=l　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥､ご
　　｢教師め学習｣＼は、犬学級担任教師にと＼らで、児童φ
ある。ﾉ児童にと]つて平常接することの少ない異文
とは、:英語以外の教科に対する児童の学習態度や
と接する時間が長くく彼らとのづながりが密､な学
応するため:に、ﾚ自ら√彼らと同廿ように異文化体
体としで教師が異文化学習を深める」とﾉいう姿勢
や高校では見られない、小学校という総合教育環境･
　丁身近な自分たちでできjる国際交流を行う｣=といﾚ
導入に伴う変化を学校全体で対処していこう＼とするり
る田野町や安芸郡に在住する夕
画などの観賞を行う、①3）＼外
う√などが計画されているノ「
えられることが:あるが、
せていくため:には、彼らの日常生活の身近なところ
｢児童の=身近なところから異文化を体験させ、さら｣
ﾋﾟ:いこう意味ﾚに:おいても重要で
ｼ英語を通ｿじ]七学ぶとﾉいうこ
る。/1児童
(よ:う/=な:児童φ変化ごに敏感に対
yがｹあ宍る√ﾚこﾉ回よう=な丁学校全
旧くと:して細分化された中学校
阪師四学習生ﾚ同様、英語教育
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も＼達の生活や
ｙなどを招き、
きいプロジェ
1解へと発展さ
て、トこれは、
性を重要視七
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た結果出された基本方針である。
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Ⅲ　ジョン・ミラーの教育思想と公立小学校での英語教育
　田野小学校の研究第２年次基本方針の四つのうぢ、､二つが教職員の異文化学習を含む活動にあて
られているのは、英語教育導入に伴う環境の変化が大きく、児童のみならず、教職員に与える影響
が大きいこしとを反映していると言える。まず、各学年のカリキュラムを変更したり、学校行事に国
際交流活動を加えるという、教育環境の変化（学校－カリキュラムとしての変化）がある。また、
英語教育導入以前は日本人教師だけであった職員室に、外国人教師がいるということは、教職員全
体に少なからず、精神的な変化（教職員コミュニティーどしての変化）を与える。さらに、専門教
科ではない英語を教えなければならないという精神的圧迫が、英語教育導入の最も大きな影響と考
えられる。ﾆこれは教師としての個人（教師という専門職に従事している自分）しと、教師以前の個人
（教師である前の、人間としての自分）に対する変化（個人の変化）である。
　これらの変化を、「負担」と見る教師がいる(28)ことは否定できないが、これは、小学校教師だけ
に見られることではなく、どのような職場でも見られる現象であろう。しかし、英語教育導入が教
師に負担感を抱かせるようであれ=ば、効果的な英語授業を行うことは困難であり、さらに、他の教
科の授業や学校運営に支障をきたすおそれもあるので、英語教育導入がもたらす様々な変化に対し
て、各教職員がうまく対応できるように配慮する必要があるノこのような問題に対し、ジョン・ミ
ラーのホリスティックな教育思想は、ひとつの提示を与えている。｀
　ジョン・ミラ＝のホリスティック：な教育の根本的理念は、『かかわり』である。　ミラーは、全体
とその全体を構成している個々の要素とのかかわりの大切さを重視し、全体と個々が互いに影響し
合いながら変化し、成長することに注目している。このような『かかわり』という概念を人間の日
常生活で考えると、個人は自分が属するコミゴニティとのかかわりの中で変化・成長し、コミュニ
ティの変容もコミュニティを構成する個々の人間の変化に深く関わっていることになる。ここで言
うコミュニティとは、いわゆる個々の人間が集合して形成する、物質的集合体どしてめ組織と、個
人が「心の拠り所」として帰属する精神的なものを含んでいる。このような「全体と個人のかかわ
り」に対する概念は、学校（教師のコミュニティー）と教師との関係を捉える上で役立つ。　　し
　上記にも述べたように、英語教育導入に伴う変化には、大きく分けて三つあり、その坤には、
「教職員コミュニティーとしての変化」と「教師個人として変化」がある。これらの変化は、教職
員コミュニティーを全体、教師を個人と考えた場合、ミラーの言う「全体と個人のかかわり」を通
して相互が変化・成長する形と見ることができる。例えば、外国人教師がコミュニティサの中に加
わったことで、授業時間は言うまでもなく、職員室で過ごす時間や学校行事でも、英語や異文化は
接する機会が増える。教師にとって授業以外の日常時間にも、異文化を体験するということは、教
える立場の教師としてではなく、同じコミュニティーの一員（同僚）として、外国人教師と交流す
るということである。これは、日常生活の、ごく自然な状況で異文化を体験するという意味におい
て、非常に意義深い。つまり、英語や国際交流を児童に教えるために、英語を学んだり異文化に触
れるのではなく、同じコミュニティーの中で交流するために、英語を使い、その結果、異文化を体
験し理解する機会を得るのである。このように、教師が、日常的かかわりの中で異文化を体験し、
個人が変容すること、∇そして、それがコミュニティー全体の変容へと繋がることを教師自身が経験
することで、小学校の英語教育導入に対しても新たな視点に立って見ることが可能となjる。
　学校を、児童と教師の両コミュニティーを含めた、大きな一つのコミュニティーとして考えた場
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合、児童も教師も同じコミュニティーの構成員である6　ミラーの『かかわり』の概念に基づくなら
ば、児童と教師は、社会的関係:においで相違はあるぱ=せよ、ゴミュエティーめ構成員という点では
平等であり、学校というコミュニティーは、児童と教師が関わり合いながら変化・成長しているこ
とになる。これを、英語教育導入に伴う変化を例にしてみる方ﾄらば√どのようになるであろうか。
　児童にとって、教師が英語を通して異文化の人と交流する姿を見るのは、めずらしいことであろ
う。そして、教室で授業を受けている時とは違う教師=の姿が、……万=児童心目には映るであろう。教師が
緊張している場面や、まったく英語が通じず恥ずかしかっている場面を見ることもあるかも知れな
い。だが、このような、より人間的な教師の姿柴見て・＼児童自身が変化・成長するとミラーは考え
るのである。同様に、ためらいながらも生き生きと外国人と接する児童の姿を見たり、子どもの異
文化を吸収する速さに関心して、教師もまた、変容しすいくのである。これが、トラｙスフォーメー
ション（変容）:を根本理念においた、教育のアプローチなのである。そして、児童と教師がお互い
の成長を助け合っていることを教師が実感したとき、従来のトランスjミッション（伝達）やトラン
ザックシヤ当ン（交流）を超えた、トランスフォーメーダジョンニ（変容）という形で、英語教育を行う
ことが可能になり、教師も児童とともに成長し、また、成長する喜びを分かち合うごとができるの
である。つまり、英語教育導入に伴う変化を「負担」………と捉える1か、しま/たは、児童とともに丁変化・
成長＝変容」する機会と捉えるかで、小学校での英語教育は大きく異なるのである。
　七かし、トラレンスフォーメーションという概念に基ブき英語教育を行うことは、従来の形式では
教えないのか、と言うと決してそうではない。なぜなら、トランスフォーメニションには、トラン
スミッション=やトランザックシ！ンが含まれていて、三つのアプローノチが共存する形で存在するか
らである。時には、一方通行的なトランスミッション（伝達）＼形式め授業をする場面や、トランザッ
クション（交流）を重視した学習環境を設定する必要があるであろう6著者がここで強調したいこ
とは、トランスフォーメーション（変容）という概念が根底比ある、一ミラーのホリスティック教育
思想を、教師が理解し取り入れることによって、単なる汀負担」と見なされる危険性のある、小学
校への英語教育導入への理解を深めることができるという点であるよさらに、………このジョン・ミラー
のホリスティック教育思想が、将来の国際交流の架け橋となる児童に、異文化や国際理解について
教育する際の思想的・哲学的礎ともなり得ると√著者は期待七ている=lのである○･　　　･･ ノ
おわりに
　小学校における英語教育が効果的に行われ、小学生レベルからの異文化理解や国際コミュニケー
ションの基礎的知識を身につける環境を作るためには、小学校英語教育に適した教授法開発やカリ
キュラム作成と同様に、小学校教職員の英語教育に対する思想的・哲学的な理解が、重要である。
ジョン・ミラーが提唱するホリスティック教育の思想、=特に、ﾚ「かかわり」と「変容」を重要視す
るトランスフォーメーション・アプローチによる視点は、英語教育導入に伴う様々な変化を好意的
に捉え、積極的にその変化から学ぶ姿勢を生み出すのに役立つものと思われる。
　本論文では、ジョン・ミラーの教育思想にづいて、犬小学校口英語教育導入に伴う変化に焦点を絞
り論じたが、本論文の課題は、小学校教職員だけの問題と考えるべき懲はない。小学校への英語教
育導入は、中学校、高校、さらに大学における英語教育燐携わ（る者にﾉとっても、様々な変化をもた
らす。それゆえ、本論文で論じたジョン・ミラーの教育思想の重要性は、英語教育に携わる教育者・
研究者すべてに当てはまると考えられる。これからの＼日本の英語教育では、小学校から大学までを
ひとつの「流れ」として捉え、問題を提示・解決して1いくことが、重要な課題となるであろう。
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（付記）　本論文作成の準備段階（研究開発学校での英語教育に関する実態調査）で、ご協力くだ
さった、高知県安芸郡田野小学校の児童、教職員、外国人教師、さらに、高知県教育委員会・田野
町教育委員会の教職員の皆さんに感謝します。また、本論文は、平成９年度稲盛財団研究助成対象
研究「小学校における英語教育導入の実態調査：異文化理解・国際コミュニケーション早期教育導
入について」による研究成果の一部である。
註
（１）ジョン　ミラー著、吉田敦彦・中川吉晴・手塚郁恵共訳の「ホリスティック教育」（春秋社、1994)があ
　　　る。
（２）これらの三つの視点よりなる教育観にづいては、John Miller のＴｈｅ ＨｏｌｉｓtｉｃＣｕｒｒicｕlｕｍ（ＯＩＳＥ
　　　Press、1988、pp.4-7)に詳しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
（３）ジョン　ミラー著、吉田敦彦他訳、『ホリ不ディック教育』（春秋社、1994、p8）より引用。
（４）デューイ著、金丸弘幸訳、『民主主義と教育』（玉川大学出版部、1991、p211)より引用。　　■■　　■
（５）新堀通也・片岡徳雄編著、『名著による教育原理』（ぎぷうせい、1988、pp. 54-63)を参照。
（６）この「叡知や愛」については、高橋巌著、『シュタイナーの治療教育』（角川選書、p70）に詳しく述べ
　　　られている。　　　　　Ｉ
（７）現代における還元主義的思考のゆきずまりは、物理学、生物学、社会学等の分野において、新しい、ホ
　　　ロン主義的世界観を堀り起こしつつある。［高橋巌著、『シュタイナ万一の治療教育』（角川選書、
　　　pp. 17-18)を参照。］　i
(8) Holistic Education （ホリスティック教育）のHolistic (ホリスティック）は、Holism (全体論）よ
　　　り派生した用語であるノ語源はギリシャ語のＨｏｌｏｓ（全体）であり、Holism以外に、Ｗｈｏｌｅ（全体）、
Health (健康）、Ｈｅ、
ク教育研究会編、『ホ
（９）ジョン　ミラー著、
（10）新堀通也・片岡徳1
（11）ジョン　ミラー著、
(12)ジョン　ミラー著、
（癒す）、Ｈｏｌｙ（神聖なで）なども、同じ語源からなる単語である。『ホリスティッ
スティック教育入門』（柏樹社、1995、pp. 15-16)を参照。］
敦彦他訳、「ホリスティック教育」（春秋社、1994、p8）より引用。
、『名著による教育原理』（ぎょうせい、1988、pp. 38-39)より引用。
敦彦他訳、『ホリスティック教育』（春秋社、1994、p82）より引用。
敦彦他訳、『ホリスティック教育』（春秋社、1994、p62)より引用。
(13)文部省編、「21世紀を展望したわが国の教育の在り方についてー第15期中央教育審議会第一次答申」、
　　文部時報：８月臨時増刊号、ぎょうせい、1996o
(14)文部省編、「21世紀を
　　　（ぎょうせい、1996、
(15)文部省編、『21世紀を
　　　（ぎょうせい、1996、
（16）文部省編、『21世紀を
　　　「ぎょうせい、」996、
（17）文部省編、『21世紀を
　　・（ぎょうせい、1996、
?‐｛???‐???
したわが国の教育の在り方について一第15期中央教育審議会第一次答申」
　より引用。
したわが国の教育の在り方について一第15期中央教育審議会第一次答申』
　より引用。
したわが国の教育の在り方について一第15期中央教育審議会第一次答申』
　より引用。　　　　　　　　∧　　　　　　ニ
したわが国の教育の在り方についてー第15期中央教育審議会第一次答申』
より引用。
（18）文部省の各研究開発校に対する共通した指導としては、コミュニケＴション重視の授業を展開すること、
　　原則としてアルファペット文字は小学校での英語教育には導入しない、などが挙げられる。
(19)日本政府主催のthe Japan Exchange and Teaching Program （ＪＥＴProgram)を通じて、各都
　　　道府県の公立中学校や公立高校に派遣された、英語を母国語とする外国人教師が、研究開発校でも教鞭
　　　を執っているヶ－スがある。このような、外国人教師のことをAET (Assistant English Teachers)
　　　またはALT (Assistant Language Teachers)と呼んでいる。
（20）文部省編、『21世紀を扉望したわが国の教育の在り方にっい７r一第15期中央教育審議会第一次答申』
　　　（ぎょうせい、1996、p78)より引用。
304 高知大学学術研究報告　第46巻(1997年）人文科学
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